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▼研究の概要（背景・目標）
近年の画像デバイスの技術発展により，高解像度の画像が表示可能となった．
しかしながら，過去に撮影された低解像度の画像を表示する際，線形補間など
の単純な拡大では，拡大画像にボケやジャギーが発生してしまう．この問題に
対して，解像度変換と高周波成分の補填を伴う超解像がある．本研究では，拡
大画像の鮮鋭化を目的とした超解像技術を提案する．

▼研究の成果（結果・考察）

提案手法によって生成された拡大画像は，補間法や既存の超解像手法によるものよりも鮮鋭な画像を得ること
ができた．これは，入力画像には存在しないランダム性のある高周波成分を付加したことで，補間法などでは
得られない新たな画素の振動が生成され，視覚的な刺激が得られたことで鮮鋭感が向上したと考えられる．

▼研究の内容（方法・経過）

入力画像にTotal Variation(TV)正則化とTV正則化拡大を適用し，テクスチャ画像と拡大骨格画像を生成する．
テクスチャ画像から高周波成分を抽出し，追加の高周波成分を補填する．得られた高周波成分とテクスチャ画
像を拡大し，拡大骨格画像に加算することで拡大画像を得ることができる．また，高周波成分を拡大する際に
ガウシアンノイズを用いることで，入力画像に存在しないランダム性のある高周波成分が生成され，これらの
成分を付加することで拡大画像のテクスチャの質感を改善する．

▼おわりに（まとめ・今後の展開）
本研究では，TV正則化を用いた超解像を提案した．提案手法では，追加の高周波成分を生成し，そこにガウ
シアンノイズを付加することで拡大画像の鮮鋭感が改善された．ガウシアンノイズは，入力画像に存在しない
高周波成分を生成することができ，これによって拡大画像にランダム性のある高周波成分が付加される．これ
により，拡大画像に視覚的に新たな刺激が得られ，鮮鋭感を向上させることができた．しかしながら，画像の
オブジェクトの画質改善が既存の手法と比べて十分になされていないため，今後の課題として，オブジェクト
の画質を既存の手法と同等の画質にしつつ，テクスチャにおいて更なる画質改善に取り組む．
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Proposed method
without Gaussian noise



� �� ���

�� ���� �� �� ��� �� ��

�

•

– 11

– 7600

•

– 63

– 78 4400

•

– ESC

– ABS

– EyeSight

•

– 95 63

–

•
•

– happiness surprise fear sadness anger disgust

– Road Rage

–



•

–

•

–

•

–

–

– 2

•

– 30

–

– 1 3

•

– 20

–

–



27

(

)

CLASSIFICATION ACCURACY WITH FEATURE SUBSET

SELECTION BY CWC

User Selected Feature 

Subset

Classification 

accuracy

1 (7,9,1,4,6) 0.73%

2 (6,5,11) 0.64%

3 (2,5,4,1) 0.71%

4 (3,11) 0.57%

User Selected Feature 

Subset

Classification 

accuracy

1 (3, 6, 9, 8) 0.9%

2 (11,5,1,17,4) 0.8%

3 (11,4,7,5) 0.64%

4 (9,1) 0.67%

CLASSIFICATION ACCURACY WITH FEATURE SUBSET 

SELECTION BY SFS

Reference:Automatic Detection of Driver’s Awareness with Cognitive 

Task from Driving Behavior,IEEE SMC 2016 October


